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第一章 　「敦盛」研究の問題点
第一節 　「敦盛」の典拠















行き暮れて 　木の下かげを 　宿とせば 　花や今宵の 　あるじならまし















さざ波や 　志賀の都は 　荒れにしを 　昔ながらの 　山桜かな 　
（千載和歌集巻一・六六）
が、それであるという。「青葉の笛」は、楽譜曲頭にも「可憐の情をもって」とあるように、 「いわゆる日本的哀感をもっているので 家庭の母親を通じてひろめられたといってもよい」 （ 「日本歌唱集」 『日本 詩歌』別巻、昭四三・中央公論社）とある。特に、紅顔の美少年敦盛の悲劇と、熊谷直実の無情の実感 人々に同情をもって迎えられた所以であろう。世阿弥は、謡曲『忠度』のことを「修羅がかり」の中でも「忠度上花か」 （ 『申楽談義』 、自讃するほどの気に入りようであったが、歌唱「青葉の笛」では 子を持つ親の情がそれに優って、人々の琴線に触れた らであろうか、表題 替えられたものと思われる。一の谷の合戦に破れた平家は、船を仕立てて沖へ落ちて行く。遅























も、よく知られている。 「敦盛」と う謡名から、 『平家物語』か、あるいは世阿弥の謡曲『敦盛』から、と思われがちだが、 『平家物語』 ・謡曲『敦盛』に、この詞章は無い。それは幸若舞「敦盛」の、熊谷発心の次第を述べる詞章からの引用と思われる。すなわち










には「人丸」 ）を祀 が、 『古今和歌集』仮名序で紀貫之は「正三位柿本人麿なむ歌の聖なりける」と崇敬し る。 「正三位」だった徴証は無いが、それは紀貫之の歌人優遇願望の表れで ろう その社前に「盲杖桜」がある。伝承では、あるとき杖を突いた盲人が訪れ、
「ほのぼのと 　まこと明かしの神ならば 　吾にも見せよ 　人丸の塚」と詠んだところ、たちまち霧が晴れるように、その眼が見えるようになったので、不用の杖を社前に挿したところ、それが根付いたものと伝える。 《杖立伝説》である。伝承歌「ほのぼのと…」の歌は、おそらく『古今和歌集』の、








する人麻呂像（筆と紙を持つ姿）が描かれ、定着する。柿本人麻呂が歌の神、学問の神となる点は容易に理解さ ようが、なぜ明石では眼病の神なのか。答えは明石 いう地名にあったろう すなわち「 （メ）アカシ」からである。民俗信仰とは、実に豊かな発想をもって発展するので、さらに、ヒ・トマルから防火の神、ヒト・ （ウ）マルから安産の神に、石見の国では石見板 の祖神にもなってゆく。
ところで、 『源氏物語』明石巻では、光源氏の処遇を怒る故父桐壺
院に睨まれた朱雀帝が、眼病を患うこと なる。また、明石巻末で、光源氏は、
嘆きつつ 　あかしの浦に 　朝霧の 　立つやと人を 　思ひやるか
な
と歌うが、 「明石の浦」 「朝霧に」 「思ひ」と、前述『古今集』の伝人麻呂歌との類似を見せており、意識していることは明らかであろう。以上のことを勘考すれば、すでに『源氏物語』の時代 ら、明石における人丸の「眼病の神」信仰が胎動していたと考えられよう。
南北朝時代には、明石覚一検校（一二九九？～一三七一）という
名人が現れて平曲の曲節を定めたらしく、その頃にまた盲人の位階制度も定めら た（吉川英史監修『邦楽百科事典』昭五九・音楽友社）という。やはり、明石における琵琶法師の 著しい活動があったためと考えられるのであ 。
法師らが語ったのは、当初、寺社の縁起や霊験譚などであったろ























さて、 「敦盛」の伝承は、その後、 『源平盛衰記』 世阿弥の謡曲






























Ａ　【祝言の詞】さつて（扨） 　めでたふ 　ましまする。ましら（優ラ）万石 　よね
（米）千石 　あなたのおいえ（家）を 　さか（栄）へたり 　さか（栄）へたり。（考察） 　「さつて」はサテあるいはサテモであろう。御伽草紙『小敦










の名残を見せており、貴重な資料といえよう。Ｂ　【敦盛と姫君の出会いと結婚】二条 　あんでん（按殿） 　大なごん（納言） 　すけかた（資賢）こ























結びつきが強ければ、当然、寺社に結び付けた譬喩因縁譚を語るはずであろう。説経を欠く「あつもりさん は、や り説経浄瑠璃系ではなかったように思われる である。 
　原文「王梓」も、手紙、もしくはその使者、を表す「玉梓」 「玉
梓の使い」の誤りであろう。 「何度もの文の遣り取りによって恋心が高まり、その結果」の意と思われる。
7Ｃ　【日々の情愛】あつもり（敦盛） 　みだい（御台） 　御中（オンナカ）を 　ものに









わしくないが、ここは語り手の思い入れで 敬意の使い方であろう。現在の庄原市伝承で 、 「姫御さん」 「玉織姫」と呼ん いる。Ｄ　【敦盛出陣による別れ】「けふ（今日） 　さいこく（西国）の 　かっせん（合戦）に、ゆ
（行）かひでならぬ 　みち（道）なれど、ゆ（行）くは 　いと 厭）
はず、まだ 　とし（年）ゆかぬ 　わかむしゃ（若武者）で、う（討）たれしことは 　ぢじゃう（治定）なり。もしは 　う（討）たれて 　候はば、ごしゃう（後生） 　とふら（弔）ふて 　たび給へ。 」（考察）
　
治定ナリは、原文「ぢじゃう」とあったが、正しい仮名遣
いは「ぢぢゃう」で、 「すでに決まっていること」の意であろう。Ｅ　【姫君の嘆き】御いたはしや 　姫君さん。ことに 　おん身と 　申せしは、ただなる
み（身）にて 　候はば、十一めん（面）の 　くわんぜおん（観世音）はだ（肌）の 　まも（守）りに、父がかたみ（形見）に 　　さあ の（曠野）に 　のこ（残）しお 置）く。 　なごり（名残）おしくは 　候へど、なごり（名残）の 　たもと（袂） 　ふ（振）りわ（分 けて、御一もん（門） 　うちつ（連）れて 　一のたに（谷）に 　いそ 急）がるゝ。（考察） 　御伽草紙『小敦盛』には、北の方に敦盛が「御身はただな
らぬ身なり。男子にてあるならば、これをかたみに取らせよとて、黄金作りの太刀、女 十一面観音を取らせよとて、取り出しとどめたまふ。 」と遺言する。すると敦盛は、既に懐妊を知っていたこ になる。
Ｅ
も、 「ことにおん身と申せしは、た
だなる身にて候はば」 、 「十一面の観世音」とあって、明らかに、御伽草紙『小敦盛』の影響を見ることができ 。しかし、 「まだ年
ゆかぬ」少年のはずの敦盛が、すでに父親になりつつある、とする点は、どうしても受け入れ難かった（理由は後述）のであろう。巧みに姫君自身の《申し子譚》のような因縁として語られ、済ませていると考えられる。
　　「御いたはしや姫君さん」と、聴き手の同情を誘うような語りの
文言は、口承文芸の特徴でもある。サアラノは、 「人気のないさびしい野」の意の「曠野」に 接頭語サ（名詞につき語調を整える語）で「このような、辺鄙で殺伐としたところに」 意であろう。Ｆ　【一の谷の義経、意気軒昂】一のたに（ ）に 　なりぬれば、だいり（内裏）を 　た（建）てて
おはします。げんりゃく（元暦）二ねん（年） 　二月六日と申せしは、ほうがん（判官） 　たけ（猛）き 　弓と（取）りしき 　らいかう（来攻） 　らいひやく（来飛躍？） 　「さいこく 西国） しんらこく（新羅国）まで せ（攻）めおと（落）し、せ（攻）め 　おと（落）さんとのたま（宣）へば、うん（運）のつ（尽）きにか 　あつもり 敦盛）さん。（考察） 　
Ｆ
には「元暦二年二月六日」と明記するが、これは、安徳
天皇の次の後鳥羽天皇の年号で、寿永三年（ 一八四）四月十六日に「元暦」と改元された。しかし 翌年八月十四日には、さらに「文治」に改元される。 『平家』熊谷牒状には「寿永三年二月八日 　丹治直実 「寿永三年二月十四日 　修理大夫経盛」と記す。ま









えられる。ただ、次 ライヒヤクはよくわからない。前後の語調からすると「来飛躍」であろうか。 「運の尽きにか敦盛さん」も、聴き手の同情を誘う詞である。Ｇ　【敦盛、御座船に乗り遅れる】けさ（今朝） 　一 たに（谷）の 　ぢんしょ（陣所）にて あをば
（青葉）のふへ（笛）を 　わす（忘）れお（置）き、す（捨）てゝ 　かへ（帰）ろう 　ものなれど、ごいちもん（御一門）の 　なお（名折）れなり。ごいちもん（御一門）は 　さておいて、ちゝ（父） 　つねもり（経盛）の御なげ（嘆）き、さもじ（文字）なことは 　あるまじか。そのふへ（笛）と（取）りにかへ（帰）らず御
( おわ
) したに、
ごいちもん（一門）なる 　ござふね 座船 、はる（遥）かおき（沖）に 　こ（漕）ぎい 出）だす。あつもり（敦盛）さんの 　ござふね（御座船）は。ひわだ 桧皮葺）がおき 沖）に 　う 浮）かん

















とある。 『拾芥抄』楽器部には「小枝・蝉折」とあり、 『十訓抄』にも「笛の最初は青葉・青二・大水龍・小水龍・頭焼・雲大丸 　













（＝口元のやさしい、上の歯を鉄漿で染め、眉も生毛のまま、頬に笑窪） 」という貴公子然たる面か、少年の表情を捉えたという「敦盛」 （観世流）の面をかける。また、能の修羅物では、修羅道に落ちた武将の苦患の様を「カケリ」で表現するのが普通であるが、本曲に限って普通、女性 「中ノ舞」 （喜多流は男舞）を舞う。テンポの静かな優美な舞で、いかにも風雅な貴公子のイメージを強調するように演出されている。
　藤城継夫『写真で見る能の扮装』 （昭六〇・わんや書店）による
と、修羅物の現行曲十五番では、武将の扮装も源氏と平家では明確な区別があるという。たとえば源義経（八島の後シテ は半切・袷法被。これは甲冑姿を現しており 右片袖 脱いで着る。面も源氏方専用の「平太」 。冠物は、梨子打烏帽子で、必ず白鉢巻を締めるのが定式。源氏の烏帽子は左折をめ たしとする故事（宝生はすべて右折）によるという。それに対し、平家の武将は「公達修羅」といい、袷法被の代わりに長絹、半切の代わりに白大
10
口という優美な姿となる。ワキが蓮生、すなわち熊谷直実という点も特色がある。









いにあきらめ「さ曠野に（腰紅の扇を）残し置く」と語る。なぜ殊更そのように歌うのだろうか。あるいは、この扇が後に「語り手」によって「その証拠」として示され、聴衆の涙を誘った演出に使われたものだった ではあるまい なぜなら 古浄瑠璃で敦盛の未亡人は、後に扇屋を営んで生活したという。そ 扇屋の看板に「御影堂」と書かれた も、実はこの伝説からと言い、 『須磨都源平躑躅』での重要な設定「扇屋熊谷」となってゆくからなのではないか。Ｈ　【平家 船、敦盛に気づくが間 合わず】まね（招）けど 　ふね（船）は 　よ（寄）らずして、そこに平家
の 　ござふね（御座船）に、あまた（数多）の人は 　多けれど、 　悪七兵衛 かげきよ 景清）は、いづく（何処）へ 　どつと 　い（言）ふま（間）もなし。しらへ（白柄）の 　長刀 　めて（右手）の こわき（小脇）に （掻）ひこ 込 んで、ふなばり（船縁）よ（寄）りに 　さっとた（立）ち。 　「あれあれ 　ごらん（御覧）候へ、いま（未）だ 　しゃうこく 相国） 　おとおと（弟）に、つねもりこう（経盛公）の 　三なん（男）に 　むかん（無官）の 　たゆふ（太夫）あつもりぎみ（敦盛君 と み 見 へて、き（着）たる御馬の 　けいろ 毛色） 　よろひ 鎧 　ぐそく 具足）に 　い （至）
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るまで、まが（紛）う所は 　候や。 」 　かこ（水夫） 　かんどり（舵取）申つけ ろかい（櫓櫂）を とも（艫）に 　た 立）てなを（直）し、ふね（船）はこ（漕）げとも 　いそ（急）げども、けふ（今日）三日の 　あくごう（悪候）に 　風のあまりにつよ（強） れば、めんなみ（面浪） 　おんなみ（大浪） 　さヾらなみ（細波） 。 　ここをしき（頻）りと 　さあらの（曠野）に 　のこ（残）しお（置）く。
つゞ（続）きか、しま（島）を 　みなが（見流）せば。のとかみ
（能登守） 　つりつね（教経 　ィ） 、てぜい（手勢） 　やうやく 　三百よき（余騎） 、やしま（屋島 がかた（方）に 　お 落）ちらるゝ。（考察） 　このあたりは幸若舞『敦盛』とよく似た詞章が続く。その
影響を見なければなるまい。すなわち、




甲を脱いで きっと見て 「いたはしの御事や 何として御座船に、召し遅れさせ給ひけん。経盛の御子息に無官の太夫敦盛にて渡らせ給ひ候ぞや。召されたる御馬の毛、鎧 毛にいたる迄、まがふ所はましまさず。いたはしさよ」と申しけり。門脇殿は、
聞し召し、 「敦盛ならば、この船を押し寄せて、助けよ」 。水手、楫取、承り、艪櫂、舵を立て直し、船を渚に寄せんとす。此二三日吹きしほ たる北風の、名残の波は今日も立つ。風はきほって、波は強蛇のごとく也。…
とある。なお、ムカンノタユフは、正しくはムカンノタイフ（五位の通称）だが、芸能集団の長、浄瑠璃の語り手・伊勢の御師 オシ）を「太夫」と通称するようになり、それに拠ったものであろう。メンナミは顔までかかるような大浪。サザラナミは小さく立つさざれ浪のことと思われる。ツヅキカシマヲミナガセバ 「続いて遠くの島の方を鳥瞰すれば」の意であろうか ノトカミツリツネは、能登 守教経 誤りであろうＩ　【熊谷直実、公達を発見するも逃がそうとする】ゆきなみ（行浪）しほや（塩屋）にこゝろ（心）がけ、ゆなみ（行
浪？）しほや（塩屋）になりぬれば、ひいのおとう（私の党ィ）の 　はたがしら（旗頭） 、むさしのくに（武蔵国）の住人、さん（去）ぬる 　いぜん（以前）の 　いく （戦） て、わが子小次郎 　平家がた（方）にて 　う（討）ちと（取）られ、それをむねん（無念）さあまり、むね（胸）に 　たが（違）ひは 　な 無 けれども 　とき（時）によれば 　ぜひ（是非）もな（無 し。よき大将と 　見受たり。 っ（追）かけ 　おっ（追）かけ 　ぐそく（具足 を 　ひしと 　と（捕）る。かぶと（兜）の 　ひもと（紐解）き 　みたま（見給 へば う
12










すなわち河原・久下・楊井・成木・市田・大田・熊谷ら諸氏であったと考えられるが、耳 「シノトウ」という言葉を聞けば、あるいは「ヒ（イ）ノ（オ）トウ」と聞こえたこ による誤伝でったろう。モウモウ顔は、薄暗きさまの朦朦顔であろ 。 『平家』では、矢傷を受けた小次郎の生死は不明とあって、 「討死」とまでは書かれていない 『盛衰記』も、子息小次郎に敦盛 首を見せながら語っており、生きているのだが、幸若舞『敦盛』では「討死」と扱う。わが子小次郎と、敦盛の顔が重なって、より切なさを誘
うわけで、やはり幸若舞に近い謡い様である。Ｊ　【熊谷、泣く泣く首を討つ】それを源じ（氏）のみかた（味方） せし、かめい・かたおか・い
せ・するが（亀井・片岡・伊勢・駿河） ・べんけいぼう（弁慶坊）の
　先とせし、 「やあやあ 　くまがへ（熊谷）熊谷 　二心ふたごゝろに
て 　まぎ（紛）れな（無）き。くまがへ（熊谷）とも（共）に 　ばいとれ（奪捕）れ」と、うし（後）ろの山の 　むしゃ（武者）所、七百余人が 　一ど（度）に 　どっと 　声をあ（挙）げ、ざい 采）をふりふり（振り振り） 。それを聞くより くまがへ（熊谷）は、う（討って 　ほんもう（本望）え（得）させんと、く こま（黒駒） 　引よ（寄）せ 　ひらとの（乗）り、 「しろこま（白駒）もど（戻）せ 　かへ（返）せ」と よ（呼）ばはれば。
御いたはし（労し）や 　あつもり（敦盛）さん。こま（駒）の手綱
を取かへ（返）し、たが 互）ひに 　つるぎ（剣） 　ぬ（抜）きかざ（翳）し、 「ゑいゑい」と 　りき（力）みあひ（合） 　てうてうはっし（丁々発止）と 　切り結び、朝日にかがや（輝）く 　つるぎ（剣）のいなづま（稲妻）に、うち（打）物 　からりと なけす（投捨）てゝ。
こ（此）は 　しほらしやと 　くまがへ（熊谷）は、太刀な（投）げ
す（捨）てゝ 　こま（駒）をよ（寄）せ。両馬 あいだ（間）に 　どうとふ 伏 し、さむらいよろい（侍鎧 の下より 、ぬ（抜 かぬ太刀の 　こうめう（功名）や、はな（放）さぬ 　弓矢 　太刀の かっせん（合戦）に、おんとし（御歳） 　つ 積 もりて 　十六才。
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「いくさ（戦）は 　これが 　はじ（初）めかや。 」 「ゆ（逝）くは 　いと（厭）はねど、う（討）たれししがひ（屍骸）は 　かなら（必）ず 　ちゝ 父 に 　おく（送）られよ。 　たま（玉）の 　やうなる 　御よそおい（装） 　いま（今） 　奉らば 　父つねもり（経盛）の 　御なげ（嘆）き、さほどの事は 　あるまじく。こ（れ）は 　ありがた（有難）き 　したひ（次第）なり 　した（次第 なり。 」たびたび 　すゝ （勧）めに 　熊谷は、せ（塞）きくる 　なみだ（涙）
お（押）し 　とヾ（止）め、こし（腰）の 　御たち（太刀） すらりとぬ（抜）き、ふ 振 りあ（挙 げて ま お 下 ろし、 「南無」と一声 　う 討 ちお 落）とし、太刀の 　さき（先）にて 　さ（挙）げて、御大将の 　おんめ（御目）にかけ。 　よ（良）く 　たいしゃう（大将）は 　ごらん（御覧 じて「こ 此 あつもり（敦盛）の 　くび（首 なれば。いそ 急 ぎ 都に 　さ（差）し 　のぼ（上）せ」 。（考察） 　『平家物語』には 「味方 勢五十騎ばかり」あるいは「土
肥・梶原五十騎ばかり」とあって武将の名は記していない。幸若舞『敦盛』には、 「武蔵坊弁慶、常陸坊海尊、亀井、片岡、伊勢、駿河、この人々を先として…」とあり、先の二人を除けば、まったく同じ語順で見えるので、やはり幸若舞を参考にしていると思われる。 「亡骸を父に届けて欲しい いう敦盛 言葉も『平家』にはないが、 『平家』では後日談として、直実と経盛と 間に交換された書状を載せる本がある（百二 句本・広本系） 。これは、も
と語りの場での「現物証拠」として、 「聴衆に示されたもので、熊谷蓮生法師 経験談的説話が母胎であったか」 （水原 　一『平家』校注）という。しかし、蓮生自身が高野聖として活躍した徴証は明確ではないので、あるいは、高野聖（廻国の念仏勧進・踊り念仏系）による伝承であった とも思われる。なぜなら 『平家物語』の俊寛の従者「有王」も高野山蓮華谷で蓮阿となり、廻国する。建礼門院の侍女横笛 の悲恋に、高野に登ったという滝口入道の話も、やはり高野聖の語ったも であったのだろう。また、『曽我物語』における曽我兄弟の従者、鬼王・
団どう
三郎も、やはり高
野聖となって廻国する。こ うに見ると 「敦盛」伝承も、熊谷蓮生自身によ 、というよりは、むしろ高野聖による語りの投影の結果、と考えるほうが自然ではなかろうか。有王とは、高野聖の中 唱導団体の総名であった（柳田国男「有王と俊寛僧都」『物語と語り物』 『定本』七巻所収）とも述べられているのである。また、俊寛僧都の墓のある佐賀市内の法勝寺も、かつては盲僧の堂場であったことがわかっている。
　　番外曲の謡曲『筐敦盛』も、熊谷家来（ワキ）が敦盛の形見の












と、あるが、 「近づく法師（熊谷入道） 　このことをとがめばやと思へども、今更命失ふに及ばずして、斟酌しけり。 」 あって、名乗って討たれるつもりの無いことも述べている。
Ｊ
も御伽草子
も、熊谷入道の出家に至る心の経緯を深く語ろうとしないのも、高野聖たちの語る熊谷伝承とは 関係だったことを示すものではないか。Ｋ　【敦盛の妻、玉織姫の嘆き】いそ（磯）にふ（伏）したる 　玉おりひめ（織姫） 。 　男をした
（慕） 　ねんりき（念力）で、みゝ（耳）にい（入）りしが 　むっくりと。「やあやあ 　あつもり（敦盛）さまを 　う（討）ったとは。いかなる人か 　うら（恨）めしや。せめてなごり（名残）に 　御かほ（顔）
を。おくび（御首）はどこ（何処）に」と 　な（撫）でまわ（回）し。「御め（目）が見ゆるか 　いたは（労）しや。御くび（首）ここ（此処）に」と手に渡し。玉おりひめ（織姫）の 　手にす（据）へて。 「やあやあ 　はかな（儚）い 　すがた（姿）に 　なりたま（給）ひ。よひ（宵）の 　かげん（管弦）の 　ふへ（笛）のとき（時） 。のち（後）にとありし 　おことば（言葉）は、こんじゃう 　ごせう（今生 　後生の 　わか（別）れぞや。此世で 　ゑん（縁 　うす（薄 けれど、なが（長）き 　みらい（未来）は 　すへなが（末永）ふ、すへとげ（添遂げ？）て 　たべ（給） 　わがつま（吾夫） 」と。
な（泣）く目は 　須磨の 　うら（浦）千鳥、むらむら（群ら群ら）










































































重なっており、まさに敦盛亡霊登場にふさわしい設定となっている。敦盛の亡霊が「…暫しは天ざかる。鄙の住居 身なりしに。又立ち帰る浦波 。須磨の山路や一 谷。生田の森に着きしかば。ここは都も程近しと。一門の人々も喜びをなし 折節に…」と、平家の流浪の次第を語るが、生田 森は、 「新中納言知盛は、生田 森を東に向かひてふせがれけり」 あるよう 一の谷は平家が城を構えたとき 「大手口」としたところであり、敦盛最期の所縁地 して、賀茂神の託宣も不自然ではないと知られる である。ゆえに「…平家は運も槻弓の…あはれも深き生田川の。身を捨てし物語。語
るぞ、よしなかりける」と、再び生田川に身を投げた乙女のことに戻って終わるのも、ごく自然のことといえよう。以上のような点からすると、謡曲から、御伽草紙への影響か、と見たいところである。
敦盛に遺児のあったことは、謡曲以後に書かれた『雍州府志』巻
八にある。すなわち「母大納言源資方（賢 　ィ）女」が産んだが、落ち武者の家族追求の手を逃れ ため 子を捨て、 「法然上人」がこれを「大賀茂社」で拾い育てたと「旧記に載す」と記す。はたして『旧記』なるものが本当に存在したのかは不明である。なお、捨てた遺児を法然上人が拾うという話は、 『扶桑京華志』にも見える
歌舞伎・文楽で扇屋の看板に「御影堂」と書くのは、実は、敦盛
の未亡人が、その後、扇折を創めて御影堂という扇屋を営んだ という伝説があったためである。そこから、生きのびた敦盛が扇屋匿われているという設定 文楽・歌舞伎「扇屋熊谷」 『須磨都源平躑躅』となる。
それを受けた浄瑠璃作者並木宗輔は、 『一谷嫩軍記』で、敦盛が







｣ ） 。 「一谷陣屋」で小次郎が笛に耳を傾けていたという点は、
謡曲『敦盛』で熊谷が「さてはその夜の御遊びなりけり。城の内さも面白き笛の音の。寄手の陣まで聞こえしは…」に拠ったもので、冒頭の唱歌『青葉 笛』の「暁寒き須磨の嵐に 　聞こえし これか青葉の笛」の典拠でもあった「須磨浦」では、敦盛の許婚、玉織姫が平山に斬られる。平山武者所季重は、一の谷でも熊谷と先 争いをしており、ことご くこれを悪役としている。玉織姫は、瀕死の状態で、もう眼はみえな が、最期には敦盛の首を抱かせて らって息絶える、という心憎い設定になる。しかし、上記の
Ｋ
では、姫はまだ生き続けてもらわねばな








であったが、熊谷と夫婦になったときに命を助けられた恩義があった）に、熊谷は敦盛最後の様子を伝える、そこに義経が登場、敦盛の首検分となる。その首が、実は身代わりの小次郎と知り、今度は悲嘆にくれる母相模 無常を感じて出家する直実。歌舞伎では 幕外の花道で法体になった熊谷が「ああ十六年は一昔。夢だ夢だ」という引き込みが知られている（団十郎型） 。芝翫型は引っ張りの見得で幕になる。今尾哲也は、 「 （団十郎型は 相模 置き去り する点が問題で、それに比べ、芝翫型の方が夫婦ともども小次郎の菩提を弔う」点が「この場の主題にふさわしい 」 （ 『演劇界』六増刊号、昭三四・演劇出版社）と述べている。 （以上三段目） 。
四段目「六弥太館」以下の「終段」は、三段目まで書いた並木宗
輔の病没後に、浅田一鳥・浪岡鯨児・並木正三・難波三蔵・豊竹甚六が合作、補筆したもの 、宝暦元（一七五一 年十二月に豊竹座で初演されたが、再演以後は三段目で打ち切られ ことも多かった。
浄瑠璃作者の並木宗輔は、無官だったのは、後白河法皇のご落胤
だったためで、将来の立太子も考慮しての無官だった、とした それゆえ、熊谷直実も、わが子を身代わりにしてまで敦盛を助けなければならなかっ という設定となった。江戸時代「親子は一世 夫婦は二世、主従は三世」とされ、主人への忠義が何物にも先行される大事とされた。そのため、院のご落胤敦盛を助けるため わが子小次郎を犠牲にする、という新たな構想 生まれたのであろう
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り」は、 「平敦盛の討死までをうたった もので、元来、 「正月の門付け芸などに用いられた曲」を、 大正末期に、地元の俳人、尾崎如水がほぼ現在の詞曲に整備」して「叙事的な座敷歌」となった。 「三味線・太鼓に笛や小鼓を加えて歌われることも多い」 。 「各節とも、前段は単純な盆踊口説調の節回しで、旋律が下降する後段では陰旋化する。本調子。 」とある。
座敷唄として、小唄調となり、花柳幸輔によって振付けられた結
果、昭和三〇年には、保存会も発足 ＮＨＫ民謡コンクールで優秀賞受賞を果たすなど盛んになった、そ 後、 成六年まで続いたが、三味線・唄の指導者、河面絹子 亡くなると、しば く休止状態にあった。それを惜しんだ元会員の清水秀子 児玉節の尽力 十三年ぶりに「敦盛さん保存会」が再結成（二十六名） 花柳幸之輔の踊り指導により、今日に至った（ 『広報しょうばら』二〇〇七年一〇月）という。
では、その歌詞を『別冊一億人の昭和史 　日本民謡史』 （一九七
九・毎日新聞社）によって見ることにし い。同書には、 「 （広島）県の東北部、庄原市に伝わる唄 源平合戦で敗れた平家一門の一人がこの地に隠れ 平敦盛の物語を伝えたもので、門付け芸人がうた
い広め、広島県の代表的民謡になった。 」と紹介されている。
敦盛さん（広島県）一、二条行殿大納言 　資賢公の姫君は 　
　　いつぞや三井寺 　お室の御所 　　　月の宴の 　ありしその時に
二、敦盛卿は 　笛の役
　　その姫君は 　琴の役　　琴を弾ずる 　その姿　　一目ご覧よ 　敦盛卿
三、敦盛卿は十五歳
　　その姫君は 　十四歳　　十四で輿入れ 　遊ばされ　　明けて十五 　春のころ
四、はや戦いの 　始まりて
　　ついに平家は 　敗れたり　　後に残りし 　姫君は　　源氏の詮議 　きびしさに
1
五、嵯峨の隠れ家 　迷い出て
　　行方定めぬ 　旅の空　　流れ流れて 　北の吉備　　永江の里の 　そのあたり
六、敦盛卿の 　ご最後を













としたのであるが、事実、源資賢 「按察使権大納言」に至り、養和二年（一一八二）に出家しているので、間違いあ ま 。
また、ここで再三「敦盛卿」と述べているが「卿」は、太政官の










































































































ろうが、 「あつもりさん」は、須磨寺の寺宝「青葉の笛」には言及しない。笛に関心を示さ のである。 （
へ
）の、妻の存在はあっても























の残りしは」 「うたひ伝へて今もなほ」と、あ も玉織姫の心と姿、そのままに扇を示しながら語っているような姿は、 ぜか。さらに、
Ｋ
で「敦盛様を討ったとは、いかなる人か恨めしや」 「せめて
名残に御顔を。御首は何処に。と撫で回し」 「御目が見ゆるか労しや。御首此処に。と手に渡し」と表現される点は、明らかに「眼が不自由」な女性の投影 見られるこ 、明らかであろう。さらに庄原市で、かつては「門付け芸であった」 伝えること。広島県民謡「あつもりさん」 、および、武田静澄『落人 説の旅』 は 敦盛生存の報を受け、ひそか 平家落人 地「庄原市七塚町」を訪れた。しかし、やはり敦盛は生きてはおらず、落胆 た玉織姫は、結局、
22





ゴゼは、御前の意で、 『節用集』にも、 「御前 　女盲」とある。も













のように、さって 　めでたふ 　ましまする 　優ら万石 　米千石 　あなたのお家を 　栄へたり栄へたり 　…
と謡い出すのであろう。ちなみに、この部分の語調をみても五七・五七・五七・七であり、ゴゼ歌の特徴 五七調の歌い方である（以下も同様である） 。
だが、考えてみれば、その内容は「敦盛の悲惨な最期」である。




とある点に着目、修羅能が『平家物語』から変形されることで、立派なハレの申楽となったことを述べている（ 「能といくさ物語」 『平家物語 　受容と変容』一九九三・有精堂所収） 。
時代はすでに、源氏の氏の長者「足利」の時代である。源氏贔屓
の時代の中では『平家』そのままの語りでは飽き足らず、そこに、デフォルメがおこなわれて、初めて受け入れられるようになったのではないかと言うのである。門付け芸「あつもりさん」も、平家落人伝承の地からやってきたという敦盛「ゆかりの女性」に寄せる、同情、鎮魂への思い、悲劇 もつ浄化作用（カタルシス）というデフォルメを通して、祝福芸になりえたのであろう。女性の語り手であったから、また三味線 っても、 「座敷歌」として語り継がれる下地もあったのであろう。
日野西真定は、但馬（兵庫県）の落人伝承を調査し、その出自を、
① 　木地屋系② 　熊野系③ 　高野系
④ 　目の不自由な僧系⑤ 　巫女・比丘尼系⑥ 　その他




伽草子『小敦盛』 ・幸若舞『敦盛』 ）を語って、平家落人の血筋を誇る方向にもっていかなかったのか。それは、ゴゼ自身が、玉織姫＝語り手の姿を投影していたため、であろう（ゆえに⑥か） 。










語』以下、浄瑠璃・歌舞伎にいた まで、むしろ中心となっ 、唱導的な説経要素を持つ⑤とも 道を異にしたように思われる。
諸行無常を語って（その発生が、本来、戦没者の鎮魂のためであ
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ったことは言うまでもない） 、廻国した琵琶法師④、熊谷蓮生の遁世の潔さと、修道と、文武両道の教養を讃える熊谷蓮生を語る高野山系伝承者③の姿。そこには、 「悪人正機説」 、すなわち、阿弥陀仏の本願は、悪人を救うことにこそ主眼があり 悪人の自覚を持って深く懺悔をする者こそ大往生の機根である、とする点に、彼ら宗教人、男性の主張があったのであろう。また、御伽草子『小敦盛』も、一夜父の亡霊と明かした遺児が 翌朝になると、形見の「御歌」と「膝の骨」を首に架け、都に上ってゆく のたくましき姿は、あたかも② 、修験者のようで ないか。これら②③④ いずれも 宗教心をテーマとして伝播者たらんとし いる 女性 よる⑤も、一見すると同じようであるが、その背景には、宗教性を核とした説教唱導があったのであり、 「あつもりさ 」 語り者とは質を異にするといえるのではなかろうか。
庄原の「あつもりさん」は、玉織姫という未亡人の心で、女性の



































から曲舞を習った。観阿弥は 独立の謡い物として、この曲舞を大和猿楽に取り入れて成功、次第にそれを一曲の中心《クセ》に据えて能作をおこなうようになり、能に多大な影響を与えた。曲舞は、声聞師の主要な芸の一つとなり、直垂姿 男が演じ が、水干・立烏帽子の女曲舞や、少年の稚児舞も人気を集め、 『康富記』一四二三年十月十日の条には、正月、千秋万歳や軍記物を演じていたことが見えている。しかし早くも永享（一四二五～四一）前期に成立した世阿弥の『五音』 」には「今ハ 　皆々 　曲舞 　舞手絶エテ 女曲舞ノ賀歌ガ 　末流ナラデハ 　不残」と、その衰退を記している。
　　『管見記』 （一四二二年）の頃、越前国丹生郡印内村（現 　越前町）出
身の幸若座の桃井直尚（モモノイナオアキラ） 幼名幸若丸 創始者とする「幸若舞」が次第に隆盛となったために、そ まで 曲舞も幸若舞ということがある。主に軍記物を素材と た武将・英雄の語りが多く、その詞章が『 の本』である。桃井家は朝倉氏の保護を受けて越前に定住。室町時代末期、戦国時代から安土・桃山時代には、織田信
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子のシテ・ワキの三人）で、庶民の支持を受けて現在まで残ってきたという（小林貢ほか共編『能楽大事典』昭二四・筑摩書房。吉川英史監修『邦楽百科事典』 。に拠る） 。なお、 「化天」を『信長公記』では、「下天」としている。
（４） 　元永元年（一一一八） 、柿本人麻呂の影像を安置し、和歌を献じて
供養する歌会が始まったとする。なお、謡曲『景清 では、平氏の侍大将悪七兵衛景清は盲法師となり、娘の「人丸」が その父 尋ねるとする。女の人丸伝承もあったのである 宮崎市下北方町に 景清廟」 、同生目に「生目神社」があり眼病に霊験 ら かと伝える。桜井満は「九州には片眼の神の信仰が古くからあって、片目の神に仕える巡遊伶人が伝えた話」 （ 『伝説のふるさと』昭五四・日本書籍 としている。庄原のある広島県の厳島神社に関する『厳島図会』 （ 『日本名所図会全集』「芸州厳島図会」上巻、昭三・名著普及会）を見ると、かつて「人麻呂社」 （巻二） ・ 「 洗い薬師」 （巻四）があっ ことを記しており そ影響が考えられよう。
（５） 　なお、 「…これ（小枝）は中国から渡った名管で、頭に近い部分に
竹の節が来るように作ってあり（形が似ているところからこ を「蝉」と言い、今の能管ではここに紫檀を使っている） 、吹いてい らそこら小さな枝が伸びて来たので小枝と呼んだ。なおも吹いていると青い葉が出てきたので青葉と改名し、その内楽人が手荒に置いたら笛 咎めたのか、節の部分（蝉）からポッキリ折れた であわてて修理したが、それ ら蝉折と呼ばれるようになった。 （田辺尚雄「笛の話」より）つまりこの三本は同じ笛 ことだ も言わ ています。 中森晶三『能の物語再発見』平成十 　たちばな出版） 　ともあるが 上記謡曲『敦盛』の、わかりにくい説明部分の、ひとつの解釈、として生じた説話
だったのであろう。
（６） 　平曲・謡曲などを源流に浄瑠璃は生まれた。当初は座頭の語り物で
あり、伴奏も琵琶または扇拍子であったが、やがて三味線が登場し、浄瑠璃の様相も急変した。初期の浄瑠璃を古浄瑠璃という。元禄時代、竹本義太夫が諸流を集大成して義太夫節を確立。さらに近松門左衛門と組んで人形浄瑠璃「文楽」を完成した。特に「浄瑠璃姫物語（十二段草子） 」が好評だったところから、次第にそれまでのものも「浄瑠璃」というようになった。さらに、江戸歌舞伎との接触の中か 、豊後節、さらに常磐津、新内などの諸流を生み、現在に至っているという（前掲『邦楽百科事典』 ） 。
（７） 　兵庫県神戸市須磨区にある真言宗須磨寺派大本山。正式名は上野
山福祥寺。仁和二年（八八六 聞鏡上人の開基・創建。漁師が和田岬の沖で投網したところ聖観音を発見。それ 本尊とするという。
（８） 　水原 　一の「瞽女考」 （前掲）は、かつての制裁として、尼にされ
（ 『平家』清盛に追放される小督） 、片腕を切られ（木曾義仲の子、清水冠者義高） 、そして耳・鼻（ 『平家 長門本の小督）をそがれ 、仲間から独り追放される刑罰があったとし、耳の無い孤独な「耳無し芳一」も、あるいはその投影ではなかったか、としている
（９） 　この哀話がどれほど愛されたかという点で、ラン科の植物多年草














Mukan no Taifu Atsumori,a nephew of Taira no Kiyomori,failed to escape the attack of 
Kumagai Naozane in the Battle of Ichi-no-Tani and was killed. Reportedly Atsumori diedonly 
at sixteen or seventeen years old, and the story of his tragic death has been featuredin 
various traditional Japanese folk performing arts such as noh, kohwakamai, johruri, kabuki, 
as well as in The Tales of the Heike. Atsumori was also referred to by Oda Nobunagaas he 
recited “Ningen goju-nen keten no uchi wo kurabureba,” and throughout modernperiod in 
Japan the folk song “Aoba-no-fue” has widely been sung.
In Shobara City,Hirosima Prefecture, a number of folklores about the survivors of the 
Heikeclan exist, and among them is the performing art “Atsumori-san” which is known to 
have been performed as kadozuke-gei by strolling singers in New Year’s period. Through 
literature review about the traditional folk performing arts of Shobara and analysesbased on 
folklore methodologies, this article attempts to specify by whom and in what form 
thetradition of Atsumori has been passed down to the present day. Findings from this study 
are expected to uncover an unexplored facet of Japanese medieval performing art history.
Through analyses of and discussions about the modern version of “Atsumori,” Atsmori 
legend,and the folk song “Atsumori-san”of the present day, the following six points have been 
revealed:
　1． The modern version of  “Atsumori” retains the characteristics of kadozuke-gei and is 
considered to be an important historical heritage.
　2． While the influence of kohwakamai on its development is evident, the modern Atsumori 
also has unique attractions that are not based on the Kouwakamai tradition.
　3． While the influence of johruri poetry and prose is observed, the modern Atsumori has 
carried over elements from its antique style.
　（． A consistent characteristic of folklores and legends of Atsumori is their absolute 
indifference as to the reasons for Naozane’s religious awakening and his entering the 
Buddhist priesthood, and their rejection of the advocacy by biwa-hosi, koya-hijiri and 
shugen-do priests. They have also been consistent in rejecting subordinaition to Mii 
Temple, Konshou Temple , and Seki-no-simizu-Semimaru Shrine, which ruled Suma 
Temple and sekkyo-joururi preacher.  
　（． The successors were women, and among them the earliest was Tamaori-hime, the wife 
of Atsumori, who lived in vagrancy after Astumori’s death and went blind, eventually 
leading secleded life in Shohbara to be an anecdotist of Atsumori tragedy.
　（．Supposedly the successors were “goze”, who were blind female storytellers.
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